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「令和の日本型学校教育」の構築に
向けた道徳教育の在り方

文部科学省初等中等教育局教育課程課
教科調査官 飯塚 秀彦

国立教育政策研究所/教育課程調査官

2本日の内容

１ 令和の日本型学校教育

２ 道徳教育の推進・充実
のために

3１ 令和の日本型学校教育

諸外国からも注目される
日本型学校教育

とは？

4１ 令和の日本型学校教育

（「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最
適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）」関連資料集により作成）

■学習機会と学力の保障
■全人的な発達・成長の保障
■身体的・精神的な健康の保障

知育
【教科等】

徳育
【道徳・特別活動】

体育
【部活動等】

学 校

スクール 教会・家庭等
地域

スポーツクラブ等

日本

諸外国

学校



5１ 令和の日本型学校教育 6１ 令和の日本型学校教育

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して
～全ての子供たちの可能性を引き出す，

個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）

令和３年１月２６日

中央教育審議会

（以下，「中教審 令和３年答申」）

道徳教育の
直接的な言及はない

7１ 令和の日本型学校教育

➣社会背景

急激に変化する時代
社会の在り方が劇的に変わる
Society5.0

8１ 令和の日本型学校教育



9１ 令和の日本型学校教育 10１ 令和の日本型学校教育

Ｑ：この地区のゴミ集積場とし
て最適な場所は？

AI：この地区のゴミ集積場とし
て最適なのは，○○さんの
家の前です。

11１ 令和の日本型学校教育

➣社会背景

急激に変化する時代
社会の在り方が劇的に変わる
Society5.0

新型コロナウイルス感染症の感染拡大など
先行き不透明な
予測困難な時代

子供たちに育むべき
資質・能力とは？

12１ 令和の日本型学校教育

○社会の在り方が劇的に変わる「Society5.0時代」の到来

○新型コロナウイルスの感染拡大など先行き不透明な「予測困
難な時代」

このように急激に変化する時代の中で，我が国の学
校教育には，一人一人の児童生徒が，自分のよさや可
能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値のある
存在として尊重し，多様な人々と協働しながら様々な
社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続
可能な社会の創り手となることができるよう，その資
質・能力を育成することが求められている。

（「中教審 令和３年答申」）



13１ 令和の日本型学校教育

この資質・能力とは，具体的にはどのようなものであろうか。

○AIの専門家も交えて議論
・文章の意味を正確に理解する読解力
・教科等固有の見方・考え方を働かせて自分の頭で考えて表
現する力

・対話や協働を通じて知識やアイディアを共有し新しい解や
納得解を生み出す力，など

○どのような時代であっても変わらず重要
・豊かな情操や規範意識
・自他の生命の尊重
・自己肯定感・自己有用感
・他者への思いやり
・対面でのコミュニケーションを通じて人間関係を築く力
・困難を乗り越えものごとを成し遂げる力
・公共の精神の育成，など

（「中教審 令和３年答申」）

14１ 令和の日本型学校教育

「予測困難な時代」であり，新型コロナウイルス感
染症により一層先行き不透明となる中，私たち一人一
人そして社会全体が，答えのない問いにどう立ち向か
うのかが問われている。目の前の事象から解決すべき
課題を見いだし，主体的に考え，多様な立場の者が協
働的に議論し，納得解を生み出すことなど，正に新学
習指導要領で育成を目指す資質・能力が一層強く求め
られていると言えよう 。

（「中教審 令和３年答申」）

15１ 令和の日本型学校教育

このことにより，「特定の価値観を押し付けたり，主
体性をもたず言われるままに行動するよう指導したり
することは，道徳教育が目指す方向の対極にあるもの
と言わなければならない」，「多様な価値観の，時に
対立がある場合を含めて，誠実にそれらの価値に向き
合い，道徳としての問題を考え続ける姿勢こそ道徳教
育で養うべき基本的資質である」との中央教育審議会
の答申を踏まえ，発達の段階に応じ，答えが一つでは
ない道徳的な課題を一人一人の児童(生徒)が自分自身
の問題と捉え向き合う「考える道徳」，「議論する道
徳」へと転換を図るものである。

『小学校(中学校)解説 総則編』(p.9)
『小学校(中学校)解説 特別の教科 道徳編』(p.2)

16１ 令和の日本型学校教育

また，高等学校の道徳教育の目標等については，先
に行われた小学校及び中学校学習指導要領の改訂を踏
まえつつ，学校の教育活動全体を通じて，答えが一つ
ではない課題に誠実に向き合い，それらを自分のこと
として捉え，他者と協働しながら自分の答えを見いだ
していく思考力，判断力，表現力等や，これらの基に
なる主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度の
育成が求められていることに対応し，公民科に新たに
設けられた「公共」及び「倫理」並びに特別活動を，
人間としての在り方生き方に関する教育を通して行う
高等学校の道徳教育の中核的な指導の場面として関連
付けるなど改善を行った。

『高等学校解説 総則編』(p.12)



17１ 令和の日本型学校教育

学習指導要領の前文

18１ 令和の日本型学校教育

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して
～全ての子供たちの可能性を引き出す，

個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）

令和３年１月２６日

中央教育審議会

（以下，「中教審 令和３年答申」）

道徳教育の
直接的な言及はない

19１ 令和の日本型学校教育

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して
～全ての子供たちの可能性を引き出す，

個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）

令和３年１月２６日

中央教育審議会

（以下，「中教審 令和３年答申」）

20本日の内容

１ 令和の日本型学校教育

２ 道徳教育の推進・充実
のために



21２ 道徳教育の推進・充実のために

〈学習指導要領前文〉

一人一人の児童生徒が，自分のよさや可能性を認識す
るとともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊
重し，多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を
乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会の
創り手となることができるよう，その資質・能力を育
成する

学校教育の基盤としての
道徳教育

22２ 道徳教育の推進・充実のために

23２ 道徳教育の推進・充実のために 24２ 道徳教育の推進・充実のために



25２ 道徳教育の推進・充実のために 26２ 道徳教育の推進・充実のために

27２ 道徳教育の推進・充実のために 28２ 道徳教育の推進・充実のために

何をしても道徳教育



29２ 道徳教育の推進・充実のために

『小学校学習指導要領』第１章第１

各学校においては，児童（生徒）や学校，地域の実
態を適切に把握し，教育の目的や目標の実現に必要な

○教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てて
いくこと

○教育課程の実施状況を評価してその改善を図って
いくこと

○教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確
保するとともにその改善を図っていくこと

などを通して

教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活
動の質の向上を図っていくこと（以下「カリキュラ
ム・マネジメント」という。）に努めるものとする。

30２ 道徳教育の推進・充実のために

校訓
学校教育目標
育成を目指す児童生徒像

教職員がこれらに共感し
教育活動に邁進しているか？

31２ 道徳教育の推進・充実のために

校訓・学校教育目標

道徳教育の重点目標

道徳教育，道徳科の
指導方針など

道徳教育の
軸になる部分

各教科（科目）に
おける道徳教育

総合的な学習
（探究）の時間

特別活動（特色
ある行事等）に
おける道徳教育

➢学校の教育活動全体を通じて行う
〈道徳教育の全体計画〉

32

「論説」
赤沢早人（奈良教育大学教授）

各学校がカリキュラム・
マネジメントを主体的に
推進していくために

２ 道徳教育の推進・充実のために



33

➣カリキュラム・マネジメントのための六つの手順

第１の手順
各学校の学校教育目標等から資質・能力に相当する

要素を抽出する。

第２の手順
抽出した資質・能力について，生徒の具体的な｢姿｣

を想定すること。

第３の手順
描き出した生徒の｢姿｣をもっとも引き出したり，伸

ばしたりする教育活動を選択すること。

第４の手順
選択した教育活動に即して，パフォーマンス課題を

設定すること。

２ 道徳教育の推進・充実のために 34

➣カリキュラム・マネジメントのための六つの手順

第５の手順
パフォーマンス課題に基づいて，教育活動を計画・

実施すること。

第６の手順
教育活動後に，目指す｢姿｣への接近を評価し，その

結果に基づいて取組を改善すること。

２ 道徳教育の推進・充実のために

35

第１の手順
各学校の学校教育目標等から資質・能力に相当する

要素を抽出する。

第２の手順
抽出した資質・能力について，生徒の具体的な｢姿｣

を想定すること。

➣道徳科におけるカリキュラム・マネジメント

〈道徳教育では〉
☆学校教育目標・校訓等から，道徳教育を
通して育成したい具体的な子供像＝｢姿｣
を設定〔道徳教育の重点目標〕

２ 道徳教育の推進・充実のために 36

➣道徳科におけるカリキュラム・マネジメント

〈道徳教育では〉
☆学校教育目標・校訓等から，道徳教育を
通して育成したい具体的な子供像＝｢姿｣
を設定〔道徳教育の重点目標〕

２ 道徳教育の推進・充実のために



37

➣道徳科におけるカリキュラム・マネジメント

第３の手順
描き出した生徒の｢姿｣をもっとも引き出したり，伸

ばしたりする教育活動を選択すること。

２ 道徳教育の推進・充実のために 38

内容項目 国語 … 数学 … 学校行事

自主，自立
自由と責任

○○○○○ ○○○○○ ○○○○○

… ○○○○○ ○○○○○ ○○○○○

思いやり
感謝

○○○○○ ○○○○○ ○○○○○

… ○○○○○ ○○○○○ ○○○○○

遵法精神
公徳心

○○○○○ ○○○○○ ○○○○○

… ○○○○○ ○○○○○ ○○○○○

生命の尊さ ○○○○○ ○○○○○ ○○○○○

《別葉》
２ 道徳教育の推進・充実のために

39

内容項目 国語 … 数学 … 学校行事

自主，自立
自由と責任

…

思いやり
感謝

○○○○○ ○○○○○ ○○○○○

…

遵法精神
公徳心

…

生命の尊さ ○○○○○ ○○○○○ ○○○○○

《別葉》

詰め込み過ぎない
→内容項目の重点に力点を置く

２ 道徳教育の推進・充実のために 40

第４の手順
選択した教育活動に即して，パフォーマンス課題を

設定すること。

第５の手順
パフォーマンス課題に基づいて，教育活動を計画・

実施すること。

➣道徳科におけるカリキュラム・マネジメント
２ 道徳教育の推進・充実のために



41

➣カリキュラム・マネジメントのための六つの手順

第６の手順
教育活動後に，目指す｢姿｣への接近を評価し，その

結果に基づいて取組を改善すること。

２ 道徳教育の推進・充実のために 42２ 道徳教育の推進・充実のために

43

➣道徳教育推進教師として

〔小中学校〕
・道徳科の授業公開など家庭や地域社会との連
携に関すること

〔高等学校〕
・道徳教育の全体計画の公開など家庭や地域社
会との共通理解に関すること

２ 道徳教育の推進・充実のために 44２ 自校の道徳教育を充実させるために

〈参考〉


